
 

熊

谷

市

立

大

麻

生

中

学

校

 

 
 

 
 

 
 

 
 

校

長

 

貫

井

 

清

賢

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一

本

校

の

沿

革

 

本

校

は

、

終

戦

直

後

の

昭

和

二

十

二

年

「

食

う

こ

と

に

事

欠

く

こ

の

時

期

に

」
「

こ

う

い

う

時

こ

そ

、

教

育

に

力

を

そ

そ

が

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

」
「

小

さ

く

と

も

独

立

の

、

立

派

な

人

づ

く

り

の

で

き

る

熊

谷

の

『

松

下

村

塾

』

を

」

と

い

う

先

人

の

思

い

が

詰

ま

っ

た

中

で

開

校

に

至

る

。
学

校

敷

地

は

田

畑

に

囲

ま

れ

た

田

園

地

帯

で

あ

る

。
昭

和

二

十

二

年

に

大

麻

生

小

学

校

南

校

舎

に

併

設

開

校

以

来

、
令

和

六

年

度

は

七

十

八

年

目

に

あ

た

る

。

児

童

数

は

開

校

時

、

二

百

五

人

で

ス

タ

ー

ト

し

、

昭

和

五

十

七

年

の

二

百

八

十

人

を

ピ

ー

ク

に

、
令

和

六

年

度

 

は

百

四

十

五

人

と

減

少

を

続

け

て

い

る

。
現

在

の

学

級

数

は

普

通

学

級

六

学

級

、
特

別

支

援

学

級

三

学

級

の

計

 

九

学

級

で

あ

る

。
県

費

負

担

教

員

は

二

十

名

、

市

費

職

員

等

を

含

め

三

十

六

名

の

教

職

員

で

あ

る

。

 

二

 

校

章

・

校

歌

制

定

に

係

る

エ

ピ

ソ

ー

ド

 

１

校

章

麻

の

葉

文

様

は

日

本

独

自

の

文

様

で

、
正

六

角

形

を

基

本

と

し

た

幾

何

学

文

様

で

す

。
名

前

の

由

来

は

文

字

通

り

、
「

麻

」

の

葉

の

形

を

連

想

す

る

事

か

ら

名

づ

け

ら

れ

ま

し

た

。（

麻

の

葉

文

様

の

正

六

角

形

か

ら

、

大

麻

生

を

イ

メ

ー

ジ

し

た

と

思

わ

れ

る

）

 

古

く

は

平

安

時

代

の

仏

像

の

切

金

文

様

の

な

か

や

、

鎌

倉

・

室

町

時

代

の

繍

仏

（

刺

繍

に

よ

っ

て

仏

像

や

菩

薩

な

ど

を

あ

ら

わ

し

た

も

の

）
の

な

か

に

み

ら

れ

ま

す

。
ま

た

、

麻

は

丈

夫

で

す

く

す

く

と

ま

っ

す

ぐ

に

伸

び

る

こ

と

か

ら

、

子

供

の

産

着

に

用

い

る

風

習

が

あ

っ

た

。

着

物

に

限

ら

ず

帯

や

襦

袢

、
袋

小

物

に

頻

繁

に

用

い

ら

れ

ま

し

た

。（

親

や

地

域

の

願

い

・

思

い

が

校

章

に

込

め

ら

れ

て

い

る

よ

う

で

あ

る

）

 

２

校

歌

 

昭

和

三

十

六

年

三

月

一

日

に

制

定

 

作

詞

 

宮

澤

章

二

 

作

曲

 

平

井

康

三

郎

 

大

麻

生

中

学

校

校

歌

の

作

詞

は

「

行

為

の

意

味

」

で

お

馴

染

み

の

宮

沢

章

二

先

生

、
作

曲

は

多

く

の

歌

を

作

曲
・

編

曲

し

た

二

十

世

紀

の

日

本

を

代

表

す

る

作

曲

家

。

童

謡

「

と

ん

ぼ

の

め

が

ね

」

や

文

部

省

唱

歌

「

ス

キ

ー

」

な

ど

も

作

曲

し

て

い

ま

す

。

 

 



 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


